
横
浜
国
立
大
学、

と
り
わ
け
教
育
学
部
・

教
育
学
研
究
科
に

お
け
る
改
組
等
を
踏
ま
え
て、

横
浜
国
立
大
学
国
語
・

日
本
語

教
育
学
会
を
令
和
三
年
度
（
二
0
ニ
―
)

末
を
も
っ
て
解
散

し、

併
せ
て
会
誌
「
横
浜
国
大
国
語
研
究」

も
本
号
を
も
っ
て

終
刊
と
す
る
こ
と
を
会
員
の
皆
様
に
お
顆
い
す
る
に
際
し
ま
し

て、

横
浜
国
立
大
学
に
お
け
る
「
国
語
科」

の
変
遷
に
つ
い
て

簡
単
に
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す。

戦
後
の
「
学
芸
学
部」
（
教
育
学
部）

に
お
い
て
は、

そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
は、

学
生
組
織
と
教
員
組
織
が
一

体
と
な
っ

た
所
謂
「
教
室」

制
度
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
が、

本

学
部
で
は
大
小
様
々
な
教
室
が
存
在
し、

教
育
人
間
科
学
部
設

置
（
平
成
九
年
(
-

九
九
七））

以
降、

学
生
組
織
は
コ
ー
ス

は
じ
め
に

に、

教
員
組
織
は
講
座
に
振
り
分
け
ら
れ
る
な
ど
し
て
煩
雑
な

た
め、

こ
こ
で
は
概
ね
「
国
語
科」

と
い
う
名
称
を
用
い
、

必

要
に
応
じ
て
「
講
座」

を
用
い
ま
す。
（
日
本
語
教
育
に
関
し

ま
し
て
は、

本
号
掲
載
の
河
野
先
生
の
原
稿
と
と
も
に、

本
稿

末
尾
の
専
任
教
員
一

覧
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

以
下
は、

新
制
大
学
と
し
て
五
0
周
年
を
迎
え
た
折
り
に
編

纂
さ
れ
た
『
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
の
歩
み』
（
教
育
学
部

史
編
纂
委
員
会

平
成
一

四
年
（
二
0
0
二）

三
月）

を
参
考

に、

土
屋
基
規
『
戦
後
日
本
教
員
養
成
の
歴
史
的
研
究』
（
風

間
書
房

二
0
一

七
・

九）、
「
学
制
―

二
0
年
史」
（
文
部
科

学
省）

を
適
宜
参
照
し
つ
つ
、

筆
者
が
独
自
に
確
認
し
た
こ
と

を
交
え
て、

国
語
科
の
変
遷
を
辿
り
ま
す。

横
浜
国
立
大
学
国
語
・

日
本
語
教
育
学
会
代
表

高

木

横
浜
国
立
大
学
に
お
け
る
国
語
科
の
変
遷
に
つ
い
て

ま
さ
き
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横
浜
国
立
大
学
の
変
遷

明
治
初
年
に
東
京
の
師
範
学
校
や
七
府
県
へ
の
官
立
師
範
学

校
に
続
き、

各
府
県
に
師
範
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
き
ま
す。

そ
の
中
で、

明
治
七
年
(
-

八
七
四）

に
神
奈
川
県
内
の
四
中

学
地
区
に
設
置
さ
れ
た
小
学
校
教
員
養
成
所
が
横
浜
国
立
大
学

の
発
祥
と
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
れ
ら
養
成
所
は、

明
治
八
年

（
一

八
七
五）

に
第
一

＼
第
四
号
師
範
学
校
と
改
称
さ
れ、

明

治
九
年
(
-

八
七
六）

四
月
に
第
一

号
師
範
学
校
が
他
の
師
範

学
校
を
合
併
し
て
横
浜
師
範
学
校
と
な
り、

本
学
の
教
員
養
成

の
礎
と
な
り
ま
し
た。

詳
細
は
省
き
ま
す
が、

そ
の
後、

大
正

九
年
(
-

九
二
0)

一

月
に
設
置
さ
れ
た
横
浜
高
等
工
業
学

校、

大
正
―

二
年
(
-

九
二
三）

―

二
月
に
設
置
さ
れ
た
横
浜

高
等
商
業
学
校
な
ど
と
と
も
に、

昭
和
二
四
年
(
-

九
四
九）

五
月
に、

新
制
の
「
横
浜
国
立
大
学
」

と
し
て
開
学
し
ま
し

こ
。

本
学
の
教
員
養
成
は
、

教
育
刷
新
委
員
会
（
昭
和
ニ
―

年

（
一

九
四
六）

＼
昭
和
二
七
年
(
-

九
五
二
）
）
。

昭
和
二
四
年

（
一

九
四
九）

に
教
育
刷
新
審
議
会
へ
と
改
称）

で
の
戦
前
の

画
一

的
な
師
範
教
育
へ
の
批
判
な
ど
の
議
論
を
経
て、

複
数
学

部
を
擁
す
る
大
学
の
「
学
芸
学
部
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
後、

教
育
・

研
究
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で、

よ
り
柔
軟
に
改
革
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
国
立
大
学
を
法
人
化
す

学
部
の
変
遷
と
国
語
科

る
こ
と
が
決
ま
り、

平
成
一

六
年
（
二
0
0
四）

四
月
に、

本

学
は
国
立
大
学
法
人
横
浜
国
立
大
学
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す。

こ
の
よ
う
に
横
浜
国
立
大
学
の
歴
史
は、

教
育
学
部

の
歴
史
と
と
も
に
あ
り、

令
和
六
年
（
二
0
二
四）

に
は、

開

学
一

五
0
周
年、

新
制
大
学
発
足
か
ら
七
五
周
年
を
迎
え
ま

す。
本
学
に
お
け
る
国
語
科
（
国
語
教
室）

は、

昭
和
二
四
（
一

九
四
九）

五
月一――
―

日
年
に
幅
広
い
教
養
と
教
職
の
専
門
性
を

重
視
し
た
「
学
芸
学
部」

の
国
語
科、

昭
和
四
一

年
(
-

九
六

六）

年
四
月
一

日
に
教
員
養
成
の
目
的
を
明
確
に
し
た
「
教
育

学
部」

の
国
語
科、

平
成
一

0
年
(
-

九
九
八）

四
月
一

日
に

社
会
状
況
や
教
員
の
需
給
動
向
を
踏
ま
え
た
新
課
程
を
内
包
し

た
「
教
育
人
間
科
学
部」

の
国
語
・

日
本
語
教
育
講
座、

平
成

二
九
年
（
二
0
一

七）

四
月
一

日
に
教
員
養
成
目
的
の
明
確
化

と
少
子
化
を
踏
ま
え
た
「
教
育
学
部」

の
国
語
・

日
本
語
教
育

講
座
へ
と
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
間、

学
芸
学
部
発

足
後、

鎌
倉
市
雪
ノ
下
に
本
拠
を
置
い
た
本
学
部
は
昭
和
四
〇

年
(
-

九
六
五）

に
全
焼
し
た
た
め
（
歌
舞
伎
座
等
を
設
計
し

た
岡
田
信
一

郎
に
よ
る
平
等
院
風
の
校
舎、

高
橋
是
清
直
筆
の

扁
額
「
切
磋
琢
磨」

な
ど
も
消
失）
、

経
済
学
部
や
学
芸
学
部
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横
浜
分
校
が
あ
っ
た
横
浜
市
清
水
ヶ
丘
に
移
り、

昭
和
四
九
年

（
一

九
七
四）

に
他
学
部
と
と
も
に
常
盤
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

転
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す。

学
部
の
入
学
定
員
も
大
幅
に
削

減
さ
れ、

現
在
は
二
0
0
名
と
な
り、

国
語
専
攻
の
学
部
生
も

各
学
年
二
0
名
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す。

な
お、

教
育
学
部
が
常
盤
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
っ
た
後、

昭

和
五
七
年
(
-

九
八
二）

に
は、

現
在、

国
語
・

日
本
語
教
育

講
座
の
教
員
の
研
究
室、

院
生
室
等
の
あ
る
第
三
研
究
棟
（
い

わ
ゆ
る
新
棟）

が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
第
三
研
究
棟
は、

当
時
学
内
で
最
新
の
建
物
だ
っ
た
た
め、

今
で
も
耐
震
性
が
最

も
高
い
建
物
で
す
が、

四
0
年
の
歳
月
に
よ
る
老
朽
化
は
如
何

と
も
し
が
た
く、

令
和
四
年
＼
五
年
（
二
0
二
ニ
＼
二
0
ニ

三）

に
全
面
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

大
学
院
の
充
実
と
学
会
の
設
立

昭
和
四
0
年
代
後
半
(
-

九
七
0
年
代）

か
ら、

高
等
教
育

の
大
衆
化、

学
術
研
究
の
高
度
化
な
ど
を
背
景
に、

中
央
教
育

審
議
会
等
に
お
い
て
高
等
教
育
の
拡
充
が
議
論
さ
れ
ま
す
が、

そ
の
中
で
大
学
院
に
お
け
る
教
員
養
成
の
必
要
性
も
確
認
さ

れ、

全
国
の
国
立
大
学
に
教
育
学
研
究
科
（
修
士
課
程）

が
設

置
さ
れ
て
い
き
ま
す。

本
学
で
は、

昭
和
五
四
年
(
-

九
七

九）

に
大
学
院
教
育
学
研
究
科
（
修
士
課
程）

の
設
置
が
認
め

ら
れ、

準
備
の
整
っ
た
専
攻
か
ら
順
次
学
生
受
け
入
れ
を
開
始

し、

国
語
教
育
専
攻
は、

二
年
目
の
昭
和
五
五
年
(
-

九
八

0)

度
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

当
初
は、

国
語
国
文

学
専
修
・

国
語
教
育
学
専
修
か
ら
な
り、

学
生
定
員
は
一

0
名

で
し
た
。

平
成
六
年
(
-

九
九
四）

に
は
日
本
語
教
育
専
修
も

加
わ
っ
て
三
専
修
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
教
育
学
研
究
科
は、

単
科
系
教
員
養
成
大
学
の
大
学
院

を
除
け
ば、

全
国
で
も
最
大
規
模
で
受
験
倍
率
も
常
に
二
倍
以

上
と
い

う
屈
指
の
教
員
養
成
系
の
大
学
院
で
あ
り
続
け
ま
し

た
。

数
年
前
に
な
り
ま
す
が、

教
育
学
研
究
科
の
修
了
生
が
研

究
職
に
就
い
た
人
数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ、

三
0
0
名
を
超
え

る
修
了
生
が
研
究
職
に
就
い
て
お
り、

神
奈
川
県
内
外
の
各
小

中
高
等
学
校
や
教
育
委
員
会
等
に
お
け
る
卒
業
生
・

修
了
生
の

活
躍
と
併
せ
て、

本
学
の
教
員
養
成
が、

日
本
の
教
育
実
践
や

研
究
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
確
信
し

ま
し
た
。

横
浜
国
立
大
学
国
語
国
文
学
会
（
現
・

横
浜
国
立
大
学
国

語
・

日
本
語
教
育
学
会）

は
、

右
の
大
学
院
教
育
学
研
究
科

（
修
士
課
程）

の
設
置
を
契
機
に
構
想
が
持
ち
上
が
り、

昭
和

五
七
年
(
-

九
八
二
）

七
月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後、

平
成
九
年
(
-

九
九
七）

に
教
育
学
部
が
教
育
人
間
科
学
部
に

改
組
さ
れ
た
際、

横
浜
国
立
大
学
国
語
日
本
語
教
育
学
会
へ
と

改
称
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す。

ま
た
本
学
会
の
会
誌
「
横
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浜
国
大
国
語
研
究
」
（
本
誌）

は
昭
和
五
八
年
(
-

九
八
三
）

三
月
に
創
刊
さ
れ、

令
和
四
年
（
二
0
二
ニ
）

三
月
刊
行
予
定

の
第
四
0
号
（
本
号）

ま
で
発
行
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

本
学
会
設
立
当
初
か
ら
卒
業
生
に
よ
る
「
国
大
国
語
の
会」
（

昭
和
四
七
年
(
-

九
七
二）

発
足
）
か
ら
支
援
い
た
だ
い
て
参

り
ま
し
た
が、

平
成
二
九
年
（
二
0
一

七）

に
同
会
が
解
散

し、

会
員
の
う
ち
希
望
の
あ
る
方
に
は
本
学
会
に
参
加
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
こ
の
間、

平
成
八
年
(
-

九
九
六）

に
は、

教
員
養

成
・

研
修
の
充
実，

そ
の
中
核
と
な
る
学
問
分
野
の
研
究
の
高

度
化
を
図
る
た
め、

東
京
学
芸
大
学、

埼
玉
大
学、

千
葉
大

学、

横
浜
国
立
大
学
に
よ
る
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
連
合
学
校

教
育
学
研
究
科
（
博
士
課
程）

が
設
置
さ
れ、

国
語
教
育
・

日

本
語
教
育
担
当
の
教
員
は
順
次
言
語
文
化
系
教
育
講
座
の
兼
職

教
員
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
所
謂
連
合
大
学
院
は
博
士
課
程
と

し
て
は
極
め
て
高
い
就
職
率
を
維
持
し、

そ
の
成
果
は、

平
成

二
七
年
（
二
0
一

五）

の
入
学
定
員
増
（
二
0
名
か
ら
三
0
名

へ
）

に
つ
な
が
り、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す。

本
学
会
は、

こ

の
連
合
大
学
院
の
院
生
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
重
要
な
場
で
も

あ
っ
た
と
言
え
ま
す。

教
員
養
成
の
更
な
る
展
開
の
中
で

こ
の
よ
う
に
学
部、

大
学
院、

本
学
会
と
も
順
調
に
推
移
し

て
来
て
お
り
ま
し
た
が、

近
年
の
教
育
現
場
の
危
機
感
の
高
ま

り
等
に
よ
り、

教
員
養
成
に
対
す
る
見
直
し
が
文
科
省
や
有
識

者
会
議
等
に
お
い
て
進
め
ら
れ、

大
学
院
（
修
士
課
程）

に
お

け
る
教
員
養
成
は
原
則
と
し
て
教
職
大
学
院
に
統
一

す
る
と
い

う
方
向
性
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
国
立
大
学
の

教
育
学
研
究
科
も
概
ね
教
職
大
学
院
へ
と
一

本
化
さ
れ
ま
し

た
。

本
学
に
お
い
て
は、

平
成
二
九
年
（
二
0
一

七）

に、

教

育
学
研
究
科
の
中
に
教
職
大
学
院
を
「
高
度
教
職
実
践
専
攻」

（
入
学
定
員
一

五
名）

と
し
て
設
置
し
ま
し
た
が、

同
専
攻
の

更
な
る
拡
充
が
求
め
ら
れ、

令
和
三
年
（
二
0
ニ
―
)

に
は、

国
語
科
な
ど
教
科
教
育
は
特
別
支
援
教
育
と
と
も
に
「
高
度
教

職
実
践
専
攻
（
教
職
大
学
院）
」
（
入
学
定
員
六
0
名）

の
中
の

「
教
科
教
育
•

特
別
支
援
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
ま
と
め
ら
れ、

日
本
語
教
育
は
教
育
学
研
究
科
の
中
の
別
の
専
攻
「
教
職
支
援

専
攻」
（
日
本
語
教
育
・

臨
床
心
理
か
ら
構
成。

入
学
定
員
一

六
名）

に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に、

令
和
三
年
に
は、

激
変
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
知
識
を
有
す
る
分
野
横
断

型
の
修
士
課
程
修
了
生
を
育
成
す
べ
く、

新
た
な
国
の
制
度
で

あ
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
「
先
進
実
践
学
環」
（
定

員
二
四
名）

も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
副
専
攻
で
は
な

く、

主
専
攻
と
し
て
分
野
横
断
的
に
学
問
を
追
究
し
て
い
く
教
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育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
改
組
に
よ
り、

国
語
科
と
い
う
専
門
は
教

育
学
研
究
科
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
国
語

と
日
本
語
教
育
担
当
の
教
員
は
専
攻
が
分
か
れ、

先
進
実
践
学

環
担
当
と
な
っ
た
教
員
も
お
り
ま
す。

そ
も
そ
も
国
語
教
育
・

日
本
語
教
育
を
担
当
す
る
教
員
数
は、

私
が
着
任
し
た
こ
ろ
に

比
べ

半
減
し
て
い
ま
し
た
が、

そ
の
少
な
い
教
員
が
更
に
三
つ

の
専
攻
に
振
り
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

教
育
学
研

究
科
で
国
語
教
育
を
専
門
に
研
究
す
る
院
生
も
ほ
ぼ
い
な
く
な

り
ま
す。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て、

本
学
会
の
代
表
と
し

て、

そ
の
解
散
を
皆
様
に
お
図
り
し、

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す。

一

連
の
改
組
は、

国
語
科
と
い
う
観
点
か
ら
は
寂
し
い
限
り

で
す。

で
す
が、

こ
れ
は、

少
子
化
や
Io
T、
S
D
Gs

な
ど
の

新
た
な
課
題
と
教
育
現
場
の
厳
し
い
状
況
等
を
踏
ま
え
て、

教

科
を
超
え
た
実
践
力
が
求
め
ら
れ
る
教
員
養
成
の
大
転
換
に
よ

る
も
の
で
す。

先
進
実
践
学
環
も
従
来
型
の
専
門
性
で
は
な

く、

分
野
を
超
え
た
研
究
カ
・

実
践
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り、

い
ず
れ
も
激
変
す
る
社
会
を
支
え
る
高
度
な
専
門
性
を
有
し
た

人
材
の
育
成
が
大
学
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
と
言
え
ま

す。

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
専
門
性
を
磨
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
の
だ
と
理
解
し
て
お
り
ま
す。

そ

の
期
待
や
ニ
ー
ズ
の
高
さ
は、

全
国
の
教
職
大
学
院
が
定
員
充

横
浜
国
立
大
学
国
語
日
本
語
教
育
学
会
が
解
散
し、

学
会
誌

「
横
浜
国
大
国
語
研
究」

が
終
刊
と
な
り
ま
し
て
も、

院
生
や

教
員、

修
了
生
等
の
論
文
は、

教
育
学
研
究
科
の
紀
要
「
教
育

デ
ザ
イ
ン
研
究」

に
審
査
を
経
た
上
で
掲
載
可
能
で
す。

同
誌

は、

大
学
と
地
域
を
結
ぶ
と
い
う
全
国
的
に
も
珍
し
い
教
員
養

成
・

育
成
に
関
す
る
研
究
誌
で
す。

退
官
さ
れ
た
三
宅
晶
子
先

生
（
古
典
文
学）

が
そ
の
創
刊
の
中
心
で
し
た。

新
し
い
時
代

の
教
職
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
基
盤
に
な
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す。

本
学
附
属
図
書
館
の
学
術
情
報
リ

ポ
ジ
ト
リ
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
ま
す。

な
お
今
後
も、

学
部、

大
学
院
を
通
し
て、

国
語
の
免
許
取

得
者、

専
修
免
許
取
得
者
は
従
来
通
り
卒
業
・

修
了
し
て
い
き

ま
す。

皆
様
に
は、

引
き
続
き、

本
学
学
生、

卒
業
生
・

修
了

生
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す。 研

究
科
紀
要
「
教
育
デ
ザ
イ
ン
研
究」

足
に
苦
し
む
中、

令
和
三
年
に
拡
大
し
た
本
学
の
教
職
大
学
院

「
高
度
教
職
実
践
専
攻」

は
最
初
か
ら
定
員
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
強
く
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す。
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国
語
教
育
・

日
本
語
教
育
担
当
の
「
専
任
教
員」
一

覧

（
太
字
は
事
項）

＼
二
0
0
I

)
 

昭
和
二
四
年
(
-

九
四
九）

学
芸
学
部
発
足

吉
原
俊
雄
（
国
文
学
・

概
論

＼
一

九
五
四）

櫻
井
祐
三
（
国
文
学
・

中
古

＼
一

九
七
五）

八
島
長
壽
（
国
文
学
・

中
世

＼
一

九
七
二
）

吉
田
義
雄
（
国
文
学
・

近
世

＼
一

九
七
九）

兼
頼
米
太
郎
（
国
語
学

＼
一

九
六
七）

熊
谷
尚
夫
（
中
国
文
学

＼
一

九
八
三）

昭
和
四
一

年
(
-

九
六
六）

教
育
学
部
国
語
科
発
足

昭
和
四
三
年
(
-

九
六
八）

平
岡
敏
夫
（
国
文
学
・

近
代

＼
一

九
七
六）

鈴
木
重
幸
（
国
語
学

＼
一

九
九
五）

昭
和
四
四
年
(
-

九
六
九）

田
近
洵
一

（
国
語
教
育

＼
一

九
七
二
）

昭
和
四
七
年
(
-

九
七
二
）

国
大
国
語
の
会
発
足

昭
和
四
八
年
(
-

九
七
三）

犬
井
善
寿
（
国
文
学
・

中
世

＼
一

九
七
九）

昭
和
四
九
年
(
-

九
七
四）

常
盤
台
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

石
井

茂
（
国
語
教
育

＼
一

九
八
七）

昭
和
五
0
年
(
-

九
七
五）

峰
岸

明
（
国
語
学

昭
和
五
一

年
(
-

九
七
六）

滝
藤
満
義
（
国
文
学
・

近
代

昭
和
五
二
年
(
-

九
七
七）

平
田
喜
信
（
国
文
学・

中
古

＼
二
0
0
0
逝
去）

昭
和
五
四
年
(
-

九
七
九）

大
学
院
教
育
学
研
究
科
（
修
士
課

程）

設
置＼

二
0
0
二
）

昭
和
五
五
年
(
-

九
八
0)

今
野

達
（
国
文
学
・

中
世

＼
一

九
九
二）

井
関
義
久
（
国
語
教
育

＼
一

九
九
四）

昭
和
五
七
年
(
-

九
八
二）

横
浜
国
立
大
学
国
語
国
文
学
会
発
足

昭
和
五
八
年
(
-

九
八
三）

横
浜
国
立
大
学
国
語
国
文
学
会
会
誌

『
横
浜
国
大
国
語
研
究』

創
刊

岡
田
充
博
（
中
国
文
学

＼
二
0
―

二
）

昭
和
六
一

年
(
-

九
八
六）

工
藤
真
由
美
（
日
本
語
学

＼
一

九
九
八）

生
越
直
樹
（
言
語
学

＼
一

九
九
三）

昭
和
六
二
年
(
-

九
八
七）

府
川
源
一

郎
（
国
語
教
育

＼
二
0
一

四）

昭
和
六
三
年
(
-

九
八
八）

H
本
・

ア
ジ
ア
文
化
コ
ー
ス
発
足

中
嶋

隆
（
国
文
学
・

近
世

＼
一

九
九
五）

平
成

四

年
(
-

九
九
二
）

村
崎
恭
子
（
言
語
学

平
成

六

年
(
-

九
九
四）

＼
一

九
九
五）
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高
木
ま
さ
き
（
国
語
教
育

平
成

七

年
(
-

九
九
五）

三
宅
晶
子
（
国
文
学
・

中
世
＼
二
0
一

九）

一

柳
廣
孝
（
国
文
学
・

近
代

＼
現
在）

平
成

八

年
(
-

九
九
六）

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
連
合
学
校

教
育
学
研
究
科
（
博
士
課
程）

設
置

任
都
栗
新
（
日
本
語
教
育

＼
一

九
九
八）

平
成

九

年
(
-

九
九
七）

教
育
人
間
科
学
部
発
足

渡
部

清
（
書
写
・

書
道

＼
二
0
0
0)

平
成
一

0
年
(
-

九
九
八）

金
澤
裕
之
（
日
本
語
学

＼
二
0
一

六）

平
成
―
一

年
(
-

九
九
九）

黒
田
矢
須
子
（
日
本
語
教
育

＼
二
0
0
六）

平
成
―

二
年
（
二
0
0
0)

青
山
浩
之
（
書
写
・

書
道

＼
現
在）

平
成
一

三
年
（
二
0
0
1
)

古
田
恵
美
子
（
国
語
学

＼
現
在）

平
成
一

四
年
（
二
0
0
二
）

河
野
俊
之
（
日
本
語
教
育

平
成
二
四
年
（
二
0
―

二）

橋
本
ゆ
か
り
（
言
語
学

平
成
二
五
年
（
二
0
一

三）

高
芝
麻
子
（
中
国
文
学

＼
現
在）

＼
現
在）

＼
現
在）

＼
現
在）

平
成
二
七
年
（
二
0
一

五）

石
田
喜
美
（
国
語
教
育

＼
現
在）

平
成
二
九
年
（
二
0
一

七）

教
育
学
部
に
改
組

大
学
院
教
育
学
研
究
科
「
高
度
教
職

実
践
専
攻」
（
教
職
大
学
院）

設
置

令
和

三

年
（
二
0
ニ
―
)

大
学
院
教
育
学
研
究
科
「
教
育
支

援
専
攻」

設
置

大
学
院
教
育
学
研
究
科
「
高
度
教
職

実
践
専
攻」
（
教
職
大
学
院）

拡
大

大
学
院
先
進
実
践
学
環
設
置
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